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「買い場」展開が
　よく解る基礎講座

JPM ビジネススクール

企画立案のポイントを学ぶ
　○最適な店頭プロモーションをプロデュースするための基礎知識が身につきます。
　○基礎理論と共に「買い場」の実際を踏まえたカリキュラムです。

ツール作りの基本と制作・プロダクトマネジメントのポイントを学ぶ
　○ POP の基本知識、購買に直結する訴求力のあるツール作りのポイントが満載。
　○モノづくりの①品質　②スケジュール　③コスト管理上のポイントが学べます。

現場のプロから学ぶ
　○現場のプロが最新知識と経験を踏まえ、最新事例と実践的な情報を語ります。
　○ SP 初心者に最適な、バラエティに富んだ講座プログラムです。

理解度テストにより知識を定着
　○最終回には全体を網羅したテストを実施、学んだ内容の再確認、定着を図ります。
　○結果はお申し込み担当者にお知らせします。
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受講生
募集

2018 年
5 月  8 日（火）

開講

「買い場」の基本知識から、
POP の素材や展開ツールまで、

各分野のプロが語る企画・制作のポイント。
SP 初心者でも「モノづくり」の基本が

一度にしっかり学べる講座です。



「買い場」展開がよく解る基礎講座はプロモーショナル・マーケティングの導入講座です

受講対象

理解度テスト・修了証書

○本講座は、JPM が提供するプロモーショナル・マーケティングのメソッドを学ぶための、導入講座と位置付けら
　れております。
○基礎理論と POP 企画作成の基本、「買い場」の実際を踏まえたカリキュラム構成です。

○ PM 理論と素材・加工技術の、基本をしっかりと身につけたい SP 業務初心者の方、
　また、デザイナーやディレクターの方
○制作実務も理解できるプランナーを目指す方
○提案営業、拡大営業を目指す印刷会社営業の方

○全課程 30 単位のうち、理解度テスト（1 単位）を含む 24 単位以上履修　　　
　された方には協会より修了証書を交付いたします。
　理解度テストは修了の必須条件です。
○最終日に理解度テストを行い、結果は後日、申し込み責任者の方にご連絡
　いたします。

理解度テスト
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性別・年代

■ 販売状況や市場地位から、「勝てる市場」を絞り込む
（デモグラフィック視点）

その中で…

（サイコグラフィック視点）

市場環境分析から、ターゲットに「価値」を届けるまで、軸をブラさず一貫して考えること。
それが「プロモーショナル・マーケティング」で学ぶ内容です。

■ 商品特長から、「ブランド固有の強み」を絞り込む

■ 売る側視点の「強み」から
　 買う人・使う人側視点の「価値」に転換

■ ターゲットに「価値」を確実に伝えるには…
　　●どんな言葉で（キー・ワード）
　　●どんな絵柄で（キー・ビジュアル）
　　●どんな手法で（メディア＆ツール）
　 施策を立案すべきか。

■ どんな人が、どんな時に、
　「価値」を最大限に感じてくれるのか

業態 当該ブランド地域 競合

競合
競合

【プロモーショナル・マーケティングの概要】



本講座の流れ
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理解度テスト

修了証の発行

【　「買い場」展開がよく解る基礎講座は、週 1 回・全 5 日間の課程です　】

※全課程中、規定以上の単位を履修された方には、協会より修了証を交付いたします。

プロモーショナル・マーケティング体系

「買い場」ツール（POP）企画の基本

「買い場」ツール（POP）の企画・制作

戦略企画を実現する、効果的な POP 制作の基本と
訴求力のある POP の企画・制作のポイントを学びます。

「買い場」の理論と実際

プロモーション企画に基づき、顧客に購買を訴求する
フロントラインでの POP 活用の実際を学びます。

「買い場」ツール（POP）の実際

高品質で訴求力のある POP 企画・制作のためには、上記の知識と共に、ツール、素材の知識が必要です。
個々のツール、素材の特徴を踏まえつつ、①品質、②日程管理、③コスト管理のためのポイントを学びます。

〔立体系〕
・プラスチック成形加工
・プラスチック板加工
・ウレタン成形加工
・インフレータブル

〔印刷系〕
・箱の構造
・段ボール
・再現粘着シート（シール）
・布

〔テクニカル系〕
・LED
・メカニカル
・モバイルツール
・デジタルサイネージ





講座内容の一部

会員企業をはじめ、数多くの企業の研修にご活用いただいております

受講者の声（受講者アンケートより）

○ SP 会社、広告代理店、印刷会社、メーカーなど、過去 5 年間で延べ 120 社、310 名の実績。
○講座開始以来、約 2,400 名を超える方が受講されました。
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○買い場展開とは
　　小売業態別展開：GMS/SM、CVS、ドラッグ・チェーン、家電量販店
　　購買時点メディアの分類：機能別、使用場所別、素材別、付加仕様別
　　計画の流れ：①目的の設定　② POP 広告タイプの選定　③表現テーマ設定　④デザイン

⑤設計　⑥試作　⑦見積と工程管理設計　⑧納品と設置　※スケジュール管理、品質管理

○買い場ツールの基礎知識
　　印刷、紙、インキの基本／ POP 入稿のポイント
　　素材系：	 段ボール（段ボールの基本、ディスプレイの企画製作など）
	 	 インフレータブル（材料の種類・特徴、製造の流れなど）
	 	 ウレタン（種類と加工法、製作事例など）
	 	 プラスチック板・成形加工（各加工方法のメリット・デメリットなど）
	 	 再現粘着シート（粘着剤の分類、POP への応用例など）
	 	 布（素材とプリント方法、防炎加工など）
　　ツール：	 LED（LED の種類、効果的な活用法のアイデアなど）
	 	 メカニカル（メカニックディスプレイの店頭効果、注意点など）
	 	 モバイルツール（最新活用事例と留意点など）
	 	 デジタルサイネージ（成功例と失敗例、今後の課題など）

当日の講義で使用するサンプルは、
会場内に終日展示されます。

CVS、Drg、GMS、家電量販店など、業態のこと
から買い場展開のことまで、とてもわかりやすかっ
たです。　　　　　　　　　　　　　【印刷会社】

様々な POP 素材は、接する機会は多いのに意外
と知らないことだらけでした。　　　 【広告会社】

写真や動画、実演で難しそうな内容も非常にわか
りやすく学ぶことができました。　　　【メーカー】

仕事で成型ものを作る時が時々あるので、金型
の期間や一日あたりいくつ作られるかなどのスケ
ジュール、インジェクションの種類など、仕事に
結びつきそうな講義で勉強になりました。

【印刷会社】

ツールの基本、売り場の基本について、普段仕事
中になかなか聞けないことも学べてよかった。
自分が普段関わりのない売場についても違いをみ
ることができた。　　　　　　　　　　【SP 会社】

様々な企業の方の別の視点からお話を聞けて刺激
になり、勉強となりました。　　　　　【印刷会社】

自分にとって初めて知る分野だったので、とても
興味深く話が聞けた。実際にサンプルも手に持っ
て見ることができたので、とてもいい勉強になった。

【制作会社】

未設置の販促物が 70％と聞いて驚きました。
私は販促物のデザインをしていますが、デザインが
どうこうの前に設置してもらえる販促物を作らなけ
ればならないと感じました。　　　　　【SP 会社】



申し込み方法・締切日・定員

受講料

会場

事務局

○同封の申込書に所定事項をご記入の上、事務局宛てお送りください。
　※受講生欄の記入漏れの無いようにお願いいたします。受講生の捺印は必須です。
○記入済みの申込書を FAX、あるいはスキャニングした PDF などにしてメールで
　お送りいただいても結構です。

FAX ： 03-3523-2508　　MAIL ： school@jpm-inc.jp

■締切日　4 月 23 日　月曜日
　※締切日以降のキャンセルはできません。受講料の返金は致しかねますのでご注意ください。

■定員　70 名

■会員  ：  75,600 円（受講料  70,000 円　消費税  5,600 円　テキスト・資料代を含む）
■一般  ：  86,400 円（受講料  80,000 円　消費税  6,400 円　テキスト・資料代を含む）
○お申し込みと同時に、下記振込先へ受講料をお支払いください。振込手数料はご負担ください。
　受講日までにご入金いただけない場合、受講をお断りする場合もございます。

三菱東京 UFJ 銀行　新富町支店　普通預金  No. 3608482
シヤ）ニホンプロモーショナル・マーケティングキョウカイ

日本印刷会館
東京都中央区新富 1-16-8　2 階会議室
　　東京メトロ有楽町線　新富町駅　徒歩 4 分
　　東京メトロ日比谷線　八丁堀駅　徒歩 7 分
※講習日の受付は 2 階会議室前です。

一般社団法人　日本プロモーショナル・マーケティング協会　教育委員会
JPM ビジネススクール
　　〒 104-0041　東京都中央区新富 1-16-8　日本印刷会館　7 階
　　TEL		：		03-3523-2505　　FAX		：		03-3523-2508
　　MAIL		：		school@jpm-inc.jp
担当：渡辺・多比良（たひら）

6 201803B	400



第 39 期　「買い場」展開がよく解る基礎講座　申込書
下記にご記入の上、以下の方法にてお送りください。
1.  郵送　　2.  PDF にしてメール添付（school@jpm-inc.jp）　　3.  FAX（03-3523-2508）

※　個人情報保護法を遵守し、上記情報を収集・管理します。協会に当該情報を提供することに同意をお願いいたします。
　　同意の方法は、上記の印欄に捺印またはサインとさせていただきます。

A.  受講者
ふりがな

性別
所属部署および役職名 SP

経験年数受講者氏名

※ご本人の押印は必須です（同意確認） E-mail（必須）
生年月日（修了証書に記載します） 電話

男

女

所属部署および役職名

年印
E-mail（必須）　　　　　　　　＠

19　　　年　　　　月　　　　日 生 電話

男

女

所属部署および役職名

年印
E-mail（必須）　　　　　　　　＠

19　　　年　　　　月　　　　日 生 電話

男

女

所属部署および役職名

年印
E-mail（必須）　　　　　　　　＠

19　　　年　　　　月　　　　日 生 電話

男

女

所属部署および役職名

年印
E-mail（必須）　　　　　　　　＠

19　　　年　　　　月　　　　日 生 電話

B.  お申込み　下記□にレ印をつけて、ご記入ください
受講料 人数 　　　合計金額

1.　□　会員　75,600 円（税込） 　　人 =　　　　　　　　　　　　　円
2.　□　一般　86,400 円（税込） 　　人 =　　　　　　　　　　　　　円
C.  お支払方法　下記□にレ印をつけて、ご記入ください
1.　□　銀行振り込みします。　　　　　月　　　日  予定　三菱東京 UFJ 銀行（普）3608482
2.　□　請求書受領後振り込みますので、送ってください。
D.  お申込者

会社名

住所

会員代表名（協会登録者）

ふりがな

申込責任者

E-mail（必須） 　　　　　　　　　　　　　　＠

所属部署／役職名

電話・FAX 電話：　　　-　　　　-　　　　　　FAX：　　　-　　　　-

□  協会使用欄 □  受付連絡 1803web




